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ち、彼が扱う人概念が当てはまるのは、生物種としての人間ではなく、M 属性と P 属性の両方が帰属
可能な、[PSt］として規定される限りでの人であり、こうした人について「なぜ人に P属性の帰属が
なされうるか」という問いが不適切であることが示される。論者は、ここから、原初性テーゼの主題
にふさわしいのは、意味が曖昧な〈人〉の概念ではなく、〈誰か〉という概念だと主張する。 
 終章では、以上の議論に基づき、P 属性が帰属させられうるのは、心や身体の概念の常に説明項と
してのみ機能する〈誰か〉に対してのみであるという修正された原初性テーゼが主張される。この原
初性テーゼは、人をめぐる哲学・倫理学に共通の形而上学的基盤を提供するとされる。 
 これまで、人の概念は、さまざまな哲学・倫理学領域で議論されてきたが、人が、その必然的あり
方として、どのような存在者として理解されているかは十分には明らかにされてこなかった。本論文
はストローソンの記述的形而上学において、人の概念が、原初的であり、われわれの存在者理解の最
も基本的な単位をなすことを明らかにした点で、大きな哲学的意義をもつ。よって、本論文の提出者
は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
